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議
決
の
状
況

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

各議案に対する議員の表決態度（賛否）は、
ホームページで公表しています。 広島県議会 本会議情報 議案等審議結果検索

令
和
３
年
度
補
正
予
算

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
様
々
な
課
題
に
迅
速

か
つ
適
切
に
対
処
す
る
た
め
、国
の
交
付
金
等
を
活
用
し
、９
月
補
正
予

算
に
引
き
続
き
、感
染
症
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、９
月
補
正
予
算
編
成
後
の
状
況
変
化
等
を
踏
ま
え
、必
要
性
が

認
め
ら
れ
る
事
業
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ

の
欲
張
り
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
に
向
け
た
取
組
な
ど
に
時
機
を

逃
さ
ず
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、県
内
の
採
卵
養
鶏
場
に
お
い
て
発
生
し
た
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ま
ん
延
防
止
対
策
及
び
畜
産
経
営
体
に
対
す
る
支
援

や
、国
の
令
和
３
年
度
補
正
予
算
を
活
用
し
た
防
災
・
減
災
、国
土
強
靱
化

の
推
進
な
ど
安
全
安
心
の
確
保
に
向
け
た
取
組
な
ど
を
実
施
す
る
た
め

に
、総
額
４
１
６
億
８
千
３
百
万
円
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
補
正
予
算

可
決
一
般
会
計 

２
件

特
別
会
計 

３
件

企
業
会
計 

５
件

条
例
案

可
決

否
決

広
島
県
手
数
料
条
例
及
び
広
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど 

８
件

広
島
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例
案 

１
件

人
事
案
件

同
意
広
島
県
公
害
審
査
会
委
員
の
任
命
の
同
意
に
つ
い
て
な
ど 

２
件

そ
の
他
の
議
案

可
決
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
な
ど 

15
件

意
見
書
案

可
決
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書 

１
件

創
造
的
復
興
に
よ
る
新
た
な
広
島
県
づ
く
り�

１
５
０
億
５
千
百
万
円

そ
の
他�

24
億
９
千
万
円

〔
給
与
改
定
を
除
く
実
質
事
業
費
〕

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策�

２
５
９
億
９
千
８
百
万
円な

ど

●
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
の
強
化
を 

求
め
る
意
見
書

可決された
意見書

（12月21日議決）

巻頭写真は令和３年度広島県高等学校写真展に出展された　崇徳高等学校　三
みやけ

宅将
まさや

矢さんの作品 「春の訪れ」

12月定例会
◆総額416億8,300万円の補正予算を可決
◆本会議の質問・答弁、常任委員会の動き（２、３面）
◆決算特別委員会の審議の状況など（４面）

▼12月定例会日程 （令和3年12月9日～12月21日）

12月９日 本会議 開会、提案理由説明など
12月10日 全員委員会 提案事項の説明など
12月14日～16日 本会議 一般質問など
12月17日 各常任委員会 付託議案の審査など

12月21日 本会議 委員長報告、議案の採決など、
閉会

補
正
予
算
な
ど
38
議
案
を
可
決
・
認
定
並
び
に
同
意

　

広
島
県
議
会
は
、12
月
定
例
会
を
12
月
９
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
13
日
間
の

会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、「
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」や「
広
島
県
手

数
料
条
例
及
び
広
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、

９
月
定
例
会
か
ら
継
続
審
査
と
し
て
い
た「
令
和
２
年
度
決
算
認
定
」、さ
ら
に

は「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」な
ど
の
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、補
正
予
算
案
の
ほ
か
、県
政
が
直
面
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、

９
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、各
常
任
委
員
会
で
は
、付
託
さ
れ
た
議
案

な
ど
に
つ
い
て
審
査
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、38
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
並
び
に
同
意

し
ま
し
た
。

12
定
例
会
の

月

概
要

令
和
２
年
度
決
算
等

一
般
会
計
・
特
別
会
計 

１
件

企
業
会
計 

１
件

認
定
・
可
決

請
願

２
０
２
１
年
度
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
ゆ
き
と
ど

い
た
教
育
を
求
め
る
請
願
な
ど 

２
件

不
採
択



12
月
　
14
日
　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

12
月
　
15
日
　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

令和4（2022）年1月16日

問
一
人
一
人
を
大
事
に
し
、広

島
県
の
底
力
を
引
き
出
す
た

め
に
、コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
の
経
済
回

復
等
の
足
元
の
課
題
や
、Ｄ
Ｘ
の
実

現
等
の
長
期
的
な
課
題
の
解
決
に

向
け
た
４
期
目
の
方
針
と
決
意
を

伺
う
。

答
傷
ん
だ
地
域
社
会
や
県
民
生

活
の
回
復
等
の
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
に
全
力
で
取
り
組
み
、コ
ロ
ナ

禍
で
顕
在
化
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

遅
れ
な
ど
の
構
造
的
な
課
題
や
人

口
減
少
、格
差
社
会
へ
の
懸
念
、災
害

の
激
甚
化
・
頻
発
化
等
の
様
々
な
課

題
に
多
様
な
観
点
か
ら
し
っ
か
り
対

応
し
、県
民
の
負
託
に
応
え
た
い
。初

心
に
返
っ
て
積
極
果
敢
に
挑
戦
し
、

日
本
全
体
を
リ
ー
ド
す
る
気
概
で

施
策
を
推
し
進
め
る
。

問
魅
力
あ
る
福
祉・介
護
の
職
場

宣
言
ひ
ろ
し
ま
制
度
を
人
材

確
保
と
定
着
に
つ
な
げ
る
に
は
、制

度
の
さ
ら
な
る
充
実
が
欠
か
せ
な
い

と
考
え
る
が
、制
度
の
推
進
に
よ
る

福
祉
・
介
護
職
場
の
魅
力
向
上
に
向

け
た
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答
今
後
は
、認
証
制
度
を
推
進
し

つ
つ
、職
員
が
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
職
員
の
能
力
開
発
な

ど
よ
り
よ
い
職
場
環
境
づ
く
り
の
支

援
や
、職
員
が
取
組
を
高
め
合
う
機

会
の
提
供
や
法
人
の
大
規
模
化
・
協

働
化
の
促
進
な
ど
福
祉
・
介
護
職
場

の
魅
力
を
高
め
る
取
組
に
よ
り
、介

護
業
界
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
も

図
り
、選
ば
れ
る
業
界
と
な
る
こ
と

で
人
材
の
確
保・定
着
に
つ
な
げ
る
。

問
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設

が
始
ま
る
中
、県
庁
敷
地
も

含
め
た
広
島
都
心
エ
リ
ア
の
さ
ら
な

る
拠
点
性
向
上
に
向
け
、県
と
し
て

の
役
割
を
何
と
捉
え
、ど
の
よ
う
に

県
全
体
へ
の
波
及
効
果
へ
と
つ
な
げ

て
い
く
の
か
。

答
広
島
都
心
エ
リ
ア
の
中
枢
拠

点
性
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

広
島
市
と
策
定
し
た
ひ
ろ
し
ま
都

心
活
性
化
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、広
島

都
心
会
議
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

県
全
体
の
発
展
の
け
ん
引
役
と
し

て
、魅
力
あ
る
都
心
と
な
る
よ
う
取

り
組
む
。

　

ま
た
、県
庁
敷
地
を
含
む
官
公
庁

街
の
土
地
利
用
の
在
り
方
等
に
つ

い
て
は
、県
議
会
の
意
見
も
伺
い
な

が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

問
安
佐
南
区
の
新
安
川
流
域
で

は
、再
三
、浸
水
被
害
が
発
生

し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
何
度
も
対
策

の
問
題
点
を
指
摘
し
て
き
た
が
、令

和
3
年
の
８
月
豪
雨
で
も
被
害
が
発

生
し
て
お
り
、今
後
の
対
応
を
伺
う
。

答
８
月
豪
雨
で
は
、既
存
排
水
ポ

ン
プ
の
稼
働
に
加
え
ポ
ン
プ

車
を
配
備
し
た
が
、そ
の
能
力
を
超

え
る
降
雨
に
よ
り
浸
水
被
害
が
発
生

し
た
。

　

今
後
、排
水
能
力
向
上
の
取
組
や
、

公
園
等
に
お
け
る
雨
水
貯
留
施
設
の

整
備
、各
家
庭
に
お
け
る
浸
透
ま
す

の
設
置
等
、河
川
へ
の
流
出
抑
制
の

た
め
の
取
組
を
市
と
検
討
す
る
。ま

た
、新
安
川
を
含
む
太
田
川
流
域
の

流
域
治
水
協
議
会
等
も
活
用
し
、浸

水
被
害
の
軽
減
に
努
め
る
。

問
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
日
本
酒
の
販

売
不
振
の
影
響
は
、酒
造
関
係

事
業
者
だ
け
で
は
な
く
、酒
米
の
生

産
者
に
も
及
ん
で
い
る
。広
島
の
酒
の

販
売
支
援
や
酒
米
の
安
定
的
な
生
産

体
制
維
持
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
日
本
酒
の
販
売
支
援
に
つ
い

て
は
、県
産
日
本
酒
の
ブ
ラ
ン

ド
化
や
輸
出
促
進
等
を
図
り
、酒
米

の
生
産
体
制
維
持
に
つ
い
て
は
、ス

マ
ー
ト
農
業
の
導
入
や
熟
練
技
術
の

デ
ー
タ
化
等
に
よ
る
継
承
を
進
め
、

新
た
な
担
い
手
を
育
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
経
営
力
の
向
上
を
支
援
す

る
。こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、広
島
の

酒
の
消
費
拡
大
を
進
め
、酒
米
の
生

産
か
ら
日
本
酒
の
醸
造
・
販
売
を
一

体
的
に
支
え
る
。

問
よ
り
多
く
の
修
学
旅
行
生
を

迎
え
入
れ
観
光
消
費
額
を
増

加
さ
せ
る
た
め
、食
事
や
土
産
等
の

消
費
動
向
等
を
把
握
し
た
上
で
数

値
に
基
づ
い
た
戦
略
的
な
誘
致
活

動
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

答
本
県
で
は
、民
泊
体
験
や
平

和
学
習
な
ど
の
強
み
を
生
か

し
た
誘
致
活
動
を
進
め
て
お
り
、旅

行
会
社
や
学
校
等
か
ら
新
た
な
学

習
メ
ニ
ュ
ー
等
に
関
す
る
意
見
も

聴
取
し
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

飛
行
機
を
利
用
し
た
遠
距
離
修
学

旅
行
を
避
け
る
傾
向
は
、本
県
誘
致

へ
の
好
機
で
あ
り
、今
後
と
も
市
町

と
連
携
し
、新
た
な
ニ
ー
ズ
や
修
学

旅
行
生
の
消
費
動
向
等
を
把
握
し
、

修
学
旅
行
の
誘
致
活
動
に
取
り
組

む
。

■�

県
産
材
の
需
要
拡
大
と
利
用
促
進

■�

水
産
資
源
の
拡
大
に
よ
る
海
面

漁
業
の
振
興

■�

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
向
け

た
取
組

■�「
命
の
道
」、多
重
型
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備

■�

い
じ
め
の
未
然
防
止
、

早
期
発
見
対
策
の
強

化

■�

介
護
サ
ー
ビ
ス
及
び
職
員
の
質
の

向
上

■�

学
校
に
お
け
る
福
祉・介
護
の
授
業

の
充
実

■�

組
織
横
断
的
な
防
災・減
災
の
取
組

■�

公
共
交
通
の
維
持
に
向
け
た
鉄
道

事
業
者
へ
の
支
援
に
関
す
る
考
え

方
と
国
へ
の
働
き
か
け

■�

安
芸
高
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
に

対
す
る
支
援
と
連
携

■�

広
島
高
速
５
号
線
の

シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル

工
事　
　
　

�����

な
ど

■�

知
事
の
３
期
12
年
の
成
果
と
今
後

の
ビ
ジ
ョ
ン

■�

災
害
医
療
体
制
の
整
備
と
関
連

機
関
と
の
連
携
強
化

■�

旧
広
島
陸
軍
被
服
支
廠
の
価
値

■�

旧
広
島
陸
軍
被
服
支
廠
の
利
活

用
策
を
決
定
す
る
上

で
の
判
断
指
標

■�

日
本
政
府
の
核
兵
器
禁
止
条
約
批

准
に
向
け
た
環
境
整
備

■�

広
島
神
楽
支
援
と
神
楽
の
魅
力
発

信
拠
点
整
備

■�

安
全
に
渡
れ
る
横
断
歩
道
の
設
置

促
進

■�
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

■�
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
・
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
導
入

■�

介
護
離
職
ゼ
ロ
に
向

け
た
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
充
実　
　
　

��
な
ど

■�

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
適
散
・

適
集
な
ま
ち
づ
く
り

■�

規
制
緩
和
に
よ
る
産
業
用
地
の

確
保

■�

県
民
が
安
心
し
て
自
転
車
を
利
用

で
き
る
環
境
整
備

■�

外
国
人
児
童
生
徒
の
受
入
れ
か
ら

考
え
る
多
様
性
へ
の
対
応

■�

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の

推
進

■�

県
立
高
等
学
校
で
の

教
員
の
年
齢
の
偏
在

性

■�

卸
売
市
場
の
在
り
方

■�

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保・育
成

■�

大
規
模
災
害
時
の
対
応

■�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組

■�

学
童
保
育
の
指
導
員
を
対
象
と
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
充
実

■�

消
防
団
へ
の
入
団
促

進　

�　
　
　

����

な
ど

知
事
４
期
目
の

県
政
運
営
方
針
と
決
意

福
祉・介
護
職
場
の

魅
力
向
上

広
島
都
心
エ
リ
ア
の
再
開
発

に
向
け
た
県
の
役
割
等

新
安
川
流
域
の

浸
水
被
害
へ
の
対
応

広
島
の
酒
を
支
え
る

事
業
者・生
産
者
支
援

修
学
旅
行
の

戦
略
的
な
誘
致
活
動

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

自民議連
狭
せ ま と お

戸尾 浩
ひろし

 議員
〈大竹市〉

民主県政会
柿
かきもと

本忠
ただのり

則 議員
〈広島市東区〉

広志会
渡
わたなべ

辺典
の り こ

子 議員
〈広島市安佐北区〉

公明党
栗
くりはら

原俊
しゅんじ

二 議員
〈広島市安佐南区〉

自民議連
恵
え び す

飛須圭
けいじ

二 議員
〈東広島市〉

ひろしま令和
村
むらかみ

上栄
え い じ

二 議員
〈福山市〉

県政に関する質問から（本会議の質問・答弁）
本会議では、3日間にわたって9人の議員が一般質問を行い、県政が直面する課題について、県民の視点に立った議論を展開しました。

QRコードをスマートフォンやタブレットなどで読み取ると、各議員の全ての質問の動画を視聴できます。



ひろしま県議会だより

12
月
　
16
日
　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

問
令
和
3
年
７
月
・
８
月
豪
雨

で
被
災
し
た
農
地
等
の
早
期

復
旧
に
向
け
た
取
組
、改
良
復
旧
等

の
事
前
防
災
対
策
及
び
国
の
復
旧

費
用
負
担
が
十
分
で
な
い
場
合
の
県

の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答
農
地
等
に
つ
い
て
は
、年
度
内

の
工
事
発
注
に
よ
り
早
期
復

旧
を
見
込
ん
で
お
り
、甚
大
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
河
川
は
改
良
復

旧
を
行
う
。

　

ハ
ウ
ス
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
者

に
は
、低
利
融
資
に
よ
る
支
援
や
国

が
整
備
す
る
農
業
共
済
制
度
等
災

害
リ
ス
ク
等
か
ら
農
業
経
営
を
守
る

制
度
へ
の
加
入
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、引
き
続
き
、経
営
体
ご
と
の
被
害

状
況
等
を
基
に
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
国
庫
補
助
事
業
の
実
施
を
国
に

要
望
す
る
。

問
施
設
の
老
朽
化
が
進
む
び
ん

ご
運
動
公
園
の
利
用
拡
大
に

つ
な
げ
る
た
め
、計
画
的
な
設
備
更

新
に
と
ど
ま
ら
ず
、抜
本
的
な
機
能

拡
充
を
図
る
な
ど
、備
後
地
域
を
代

表
す
る
都
市
公
園
と
し
て
の
魅
力
向

上
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
現
在
、公
園
活
性
化
協
議
会
に

お
い
て
、備
後
地
域
最
大
の
ス

ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
交
流
の
場
と
し

て
様
々
な
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
る
よ
う
、利
用
者
の
視
点
に
立
っ

た
施
設
の
機
能
拡
充
等
を
検
討
し
て

い
る
。今
後
と
も
公
園
利
用
の
さ
ら

な
る
拡
大
に
向
け
、利
用
者
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
施
設
の
更
新
や
機
能
拡
充

等
を
図
る
な
ど
、公
園
の
魅
力
向
上

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

問
本
県
の
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
競

技
力
の
低
迷
は
深
刻
で
あ
り
、

今
後
、国
際
大
会
等
で
活
躍
す
る

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
に
向
け
、

学
校
部
活
動
の
底
上
げ
や
選
手
の
競

技
力
向
上
に
ど
の
よ
う
な
覚
悟
で
取

り
組
む
の
か
。

答
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
等
の
成
績
低

迷
の
要
因
を
踏
ま
え
、今
年

度
か
ら
小
学
生
の
競
技
体
験
機
会
の

拡
充
や
中
高
生
の
優
秀
な
選
手
の
流

出
防
止
の
た
め
の
指
導
者
の
確
保
や

練
習
環
境
整
備
に
よ
り
次
世
代
強

化
を
進
め
て
い
る
。引
き
続
き
、外
部

指
導
者
の
確
保
等
に
よ
る
部
活
動
の

底
上
げ
や
、ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
発
掘
・

育
成
の
一
層
の
充
実
に
よ
り
、世
界

等
で
活
躍
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
輩
出

に
全
力
で
取
り
組
む
。

■�

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に

向
け
た
出
生
率
の
向
上

■�

地
域
生
活
交
通
の
維
持・充
実

■�

地
域
介
護
人
材
の
確
保・充
実

■�

利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
道
路

イ
ン
フ
ラ
整
備

■�

持
続
可
能
な
農
業
経
営

■�

脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
持
続
可
能

な
林
業
経
営　

��

な
ど

■�

知
事
の
４
期
目
の
公
約
実
現
に

向
け
た
決
意

■�

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
に
向
け
た
対
応
策

■�

自
殺
予
防
対
策

■�

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
充
実

■�

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
立
県
の
実
現
に

向
け
た
方
策

■�

Ｄ
Ｘ
先
進
県
の
実
現

に
向
け
た
方
策��

な
ど

■�

に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
通
じ
た
広
島

県
経
済
の
活
性
化

■�

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
誘
致

■
広
島
南
道
路
の
整
備

■�

私
立
学
校
の
振
興

■�

特
殊
詐
欺
被
害
の
防
止
対
策

■�

多
様
な
意
見
や
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
防
災

施
策
の
推
進　

��

な
ど

豪
雨
被
害
を
受
け
た
農
地
等

の
災
害
対
策
と
県
の
支
援

県
立
び
ん
ご
運
動
公
園
の

魅
力
向
上
対
策

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の

競
技
力
向
上

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

自民議連
玉
たましげ

重輝
てるよし

吉 議員
〈安芸高田市〉

民主県政会
金
かなくち

口 巖
いわお

 議員
〈尾道市〉

自民議連
林
はやし

 大
だいぞう

蔵 議員
〈広島市中区〉

総
務
委
員
会

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

補
正
予
算
２
件
、条
例
案
３
件

そ
の
他
の
議
決
案
件
１
件

原
案
可
決

補
正
予
算
３
件

そ
の
他
の
議
決
案
件
２
件

原
案
可
決

主
な
質
疑
事
項

主
な
質
疑
事
項

付
託
議
案
の
審
査
結
果

付
託
議
案
の
審
査
結
果

◆�

地
域
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
す
る
た
め

の
中
長
期
的
な
対
策
の
実
施

◆�

職
員
に
よ
る
公
務
遂
行
中
の
過

失
等
の
事
案
が
生
じ
な
い
よ
う
な

人
員
配
置
や
事
案
に
対
す
る
組

織
的
な
対
応

◆�

ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
の
県

民
理
解
の
促
進
に
向
け
た
広
報

活
動
の
強
化

◆�

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
等
の
整
備

に
係
る
将
来
に
わ
た
る
拡
張
性
や

可
変
性
の
視
点
を
持
っ
た
議
論
の

必
要
性

◆�

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境
に
立
つ
県
民
等

に
寄
り
添
っ
た
施
策
の
展
開

◆�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
と
希

望
者
が
接
種
し
や
す
い
環
境
整
備

◆�

ワ
ク
チ
ン
接
種
間
隔
の
前
倒
し
に
係

る
国
か
ら
の
情
報
の
丁
寧
な
周
知

◆�

宿
泊
療
養
施
設
や
入
院
病
床
の
適

切
な
確
保
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
患
者
の
自
宅
療
養
を
回
避
す

る
等
の
医
療
提
供
体
制
整
備

◆�

魅
力
的
な
企
画
展
の
実
施
等
に
よ

り
県
立
美
術
館
及
び
縮
景
園
の

存
在
感
を
高
め
る
運
営

◆�

感
染
症
対
策
に
お
け
る
保
健
所
業

務
の
評
価・検
証
の
実
施

農
林
水
産
委
員
会

建
設
委
員
会

補
正
予
算
３
件

そ
の
他
の
議
決
案
件
１
件

原
案
可
決

補
正
予
算
８
件
、条
例
案
３
件

そ
の
他
の
議
決
案
件
３
件

原
案
可
決

主
な
質
疑
事
項

主
な
質
疑
事
項

付
託
議
案
の
審
査
結
果

付
託
議
案
の
審
査
結
果

◆�

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

係
る
養
鶏
場
の
予
防
対
策
の
徹

底
と
経
営
継
続
の
た
め
の
支
援

◆�

費
用
対
効
果
を
勘
案
し
た
ひ
ろ

し
ま
型
ス
マ
ー
ト
農
業
の
現
地
実

証
の
推
進

◆�

農
作
物
流
通
の
ス
マ
ー
ト
化
を
図

る
取
組
の
積
極
的
な
後
押
し

◆�

水
産
資
源
の
回
復
に
向
け
た
海

底
耕
う
ん
の
実
施
効
果
の
積
極

的
な
検
証

◆�

次
期
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業

に
よ
る
森
林
整
備
等
の
着
実
な

推
進

◆�

令
和
３
年
７
月
・
８
月
豪
雨
災
害

か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
河

川
の
改
良
復
旧
等
の
着
実
な
推
進

◆�

災
害
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た
ハ
ー
ド
整

備
に
よ
る
防
災・減
災
対
策
の
推
進

◆�

市
街
化
調
整
区
域
の
逆
線
引
き
な

ど
、災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
で
の

開
発
抑
制
を
伴
う
取
組
に
係
る
県

民
へ
の
丁
寧
な
説
明

◆�

太
田
川
東
部
工
業
用
水
道
事
業
に

係
る
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
得

た
料
金
改
定
の
検
討

◆�

工
業
用
水
道
事
業
会
計
の
健
全
化

文
教
委
員
会

警
察・商
工
労
働
委
員
会

補
正
予
算
１
件

そ
の
他
の
議
決
案
件
８
件

原
案
可
決

補
正
予
算
１
件
、条
例
案
３
件

そ
の
他
の
議
決
案
件
１
件

原
案
可
決

主
な
質
疑
事
項

主
な
質
疑
事
項

付
託
議
案
の
審
査
結
果

付
託
議
案
の
審
査
結
果

◆�

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
海
外
へ
の
修
学

旅
行
の
減
少
を
踏
ま
え
た
子
供
た

ち
の
異
文
化
交
流
機
会
の
確
保

◆�

特
別
支
援
学
校
へ
の
デ
ジ
タ
ル
機

器
入
出
力
支
援
装
置
整
備
に
伴

う
教
員
の
指
導
力
向
上
と
機
器

の
有
用
性
等
の
理
解
促
進

◆�

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
産
業
教

育
設
備
を
活
用
し
た
教
育
内
容

の
充
実

◆�

学
校
現
場
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
に
関
連
す
る
い
じ
め
等
に
係
る

実
態
調
査
の
実
施
検
討

◆�

銃
刀
法
改
正
に
よ
り
新
た
に
規
制
対

象
と
な
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
許
可

の
厳
正
か
つ
適
正
な
運
用
と
違
法
所

持
者
に
対
す
る
積
極
的
な
取
締
り

◆�

暴
走
族
追
放
促
進
の
た
め
の
関
連

機
関
・
団
体
が
緊
密
に
連
携
し
た

継
続
的
な
少
年
育
成
の
取
組

◆�

コ
ロ
ナ
等
に
よ
る
影
響
回
復
の
た

め
の
新
た
な
挑
戦
応
援
事
業
に
係

る
情
報
の
事
業
者
へ
の
周
知

◆�

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
社
会
の
変
化
に

対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、確

実
な
就
職
と
そ
の
後
の
定
着
に
つ

な
が
る
職
業
訓
練
の
実
施

常任委員会の動き 12月17日開催

Ｄ
ディーエックス
Ｘ

（デジタルトランスフォーメーション）
デジタル技術を活用して、生活に関
わるあらゆる分野（仕事、暮らし、地
域社会、行政）において、ビジネスモ
デル、オペレーション、組織、文化な
どの在り方に変革を起こすこと。

用語
解説

Ｍ
マ イ ス
ＩＣＥ

会議（Meet ing）、研修旅
行（Incentive�Travel）、国際会議
（Convention）、展示会（Exhibition）の
頭文字を取った造語。多くの集客交流
が見込まれる行事、催事などの総称。

用語
解説

ひろしま都心活性化プラン
広島都心の核となる広島市

紙屋町・八丁堀地区及び広島駅周
辺地区の将来像や目指す姿、その
具体化に向けた施策等について、
平成29年3月に広島県と広島市が
共同で策定したプラン。

用語
解説

魅力ある福祉・介護の
職場宣言ひろしま制度

利用者を大切にし、職員も安心し
て生き生きと働ける職場づくりに
取り組んでいる優良法人を認証し
て応援する広島県の取組。

用語
解説



「ひろしま県議会だより」は、県の施設、市町窓口、県内のコンビニエンスストアなどでも配布しています。また、広島県議会ホームページでもご覧いただけます。
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FAX MAIL

〒730-8509 広島市中区基町10-52
広島県議会事務局 政策調査課

082-513-4743
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供

島

議

県

会
を
開
催

子

広
　

10
月
23
日
、小・中
学
生
が
議
員
役
を
務
め
、将

来
の
広
島
県
に
つ
い
て
議
論
す
る「
広
島
県
子
供

議
会
」を
、県
議
会
の
本
会
議
場
で
開
催
し
ま
し

た
。（
主
催
／
広
島
県・広
島
県
議
会
）

　

31
人
の
子
供
議
員
が
、「
平
和
」、「
学
校・教
育
」

な
ど
の
テ
ー
マ
ご
と
に
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、 

10
年
後
の
広
島
県
を
ど
の
よ
う
な
街
に
し
た
い

か
、事
前
の
勉
強

会
で
、質
問
の
内

容
を
考
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、定
例

会
さ
な
が
ら
の
緊

張
感
の
中
で
、子
供

議
員
か
ら「
カ
キ

殻
を
使
っ
た
新
製

品
の
開
発
支
援
を

行
っ
て
は
ど
う
か
」

と
い
っ
た
質
問
を

は
じ
め
、様
々
な
質

問
や
提
言
が
行
わ

れ
、知
事
や
教
育

長
等
が
答
弁
し
ま

し
た
。

　

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会

か
ら
、次
の
議
員
が
自
治
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

45
年
表
彰

奥
原 

信
也（
呉
市
／
自
民
議
連
）

30
年
表
彰

犬
童 

英
徳（
呉
市
／
民
主
県
政
会
）

10
年
表
彰

狭
戸
尾 

浩（
大
竹
市
／
自
民
議
連
）

西
村 

克
典（
広
島
市
安
芸
区
／
民
主
県
政
会
）

伊
藤 

真
由
美（
安
芸
郡
／
自
民
議
連
）

宮
崎 

康
則（
広
島
市
佐
伯
区
／
自
民
議
連
）

瀧
本 

実（
広
島
市
佐
伯
区
／
民
主
県
政
会
）

三
好 

良
治（
福
山
市
／
自
民
議
連
）

表
彰

巻
頭
写
真
撮
影
の
高
校
生
に

感
謝
状
を
贈
呈

　

本
紙
の
巻
頭
写
真
を
撮
影
し
た
、

崇
徳
高
等
学
校
の
三
宅
将
矢
さ
ん
に
、

畑
石
顕
司
広
報
委
員
長
が
議
長
か
ら

の
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、写
真
部
の
活
動
や
写
真
撮

影
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
に
つ
い
て
懇

談
し
ま
し
た
。

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
向
け
て

は
、民
間
企
業
や
市
町
等

の
取
組
を
一
層
促
進
す
る

た
め
、目
標
や
メ
リ
ッ
ト
を

明
確
に
示
す
と
と
も
に
、住

民
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
市
町

の
推
進
体
制
等
の
現
状
を

把
握
の
上
、デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
・
確
保
、モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
る
必

要
が
あ
る
。

県
勢
の
持
続
的
な
発
展

に
向
け
て
は
、施
策
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
徹
底
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、予
算
編
成

に
当
た
っ
て
は
、県
税
等
収

入
未
済
の
早
期
解
消
を
は

じ
め
、中
期
財
政
運
営
方
針

に
掲
げ
る
取
組
を
着
実
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、事
業

の
必
要
性
、実
現
可
能
性
を

一
層
精
査
し
、一
般
財
源
の

使
途
を
再
検
討
の
上
、あ
ら

ゆ
る
危
機
に
備
え
る
た
め

の
財
源
調
整
的
基
金
を
確

保
さ
れ
た
い
。ま
た
、事
業

執
行
に
当
た
っ
て
は
、事
業

効
果
の
早
期
発
現
に
向
け

て
迅
速
か
つ
着
実
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。

医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ

の
家
族
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査

や
ネ
ウ
ボ
ラ
を
活
用
し
た

適
切
な
実
態
把
握
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、そ
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
支
援
が
地
域

で
受
け
ら
れ
る
よ
う
、必
要

な
予
算
や
人
材
を
確
保
し
、

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
強

力
に
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

新
興
・
再
興
感
染
症
対

策
に
お
い
て
は
、危
機
管
理

意
識
の
継
続
は
も
と
よ
り
、

県
の
実
情
を
正
し
く
把
握

し
、常
日
頃
か
ら
対
処
能
力

を
高
め
て
お
く
必
要
が
あ

る
。本

県
の
水
産
振
興
に
向

け
て
は
、放
流
事
業
な
ど
従

来
の
取
組
の
継
続
に
よ
り

地
魚
を
守
る
と
と
も
に
、デ

ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
な
ど

に
よ
り
、新
規
就
業
者
の
獲

得
や
漁
場
環
境
の
整
備
に

お
い
て
新
た
な
展
開
を
試

み
る
必
要
が
あ
る
。

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

を
含
む
公
共
事
業
に
つ
い

て
は
、迅
速
か
つ
着
実
に
事

業
執
行
す
る
と
と
も
に
、繰

越
事
業
に
つ
い
て
は
、特
に

進
行
管
理
を
徹
底
し
、事
業

の
早
期
完
了
に
努
め
る
必

要
が
あ
る
。

再
度
災
害
防
止
に
向
け

て
、迅
速
な
災
害
復
旧
に
努

め
る
と
と
も
に
、流
域
治
水

の
推
進
、排
水
ポ
ン
プ
車
の

配
備
・
拡
充
、Ｄ
Ｘ
を
活
用

し
た
万
全
な
危
機
管
理
体

制
の
構
築
な
ど
、県
土
強
靱

化
に
資
す
る
取
組
を
強
力

に
進
め
ら
れ
た
い
。

広
島
県
が
も
の
づ
く
り

県
と
し
て
発
展
し
、地
域
経

済
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を

図
る
た
め
、土
地
造
成
事
業

に
つ
い
て
は
、単
純
な
事
業

収
支
だ
け
で
は
な
く
、県
経

済
に
与
え
る
効
果
も
踏
ま

え
、産
業
集
積
の
受
け
皿
と

し
て
必
要
と
な
る
産
業
団

地
の
造
成
や
未
分
譲
地
の

販
売
促
進
を
積
極
的
に
進

め
ら
れ
た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に

当
た
っ
て
は
、私
立
学
校
に

対
し
て
も
教
育
環
境
整
備

に
必
要
な
支
援
を
さ
れ
た

い
。ま
た
、教
員
の
人
材
育

成
や
教
育
現
場
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
体
制
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、中
山
間
の
小
規

模
校
に
お
い
て
も
、遠
隔
授

業
な
ど
に
よ
り
質
の
高
い

多
様
な
学
び
を
享
受
で
き

る
仕
組
み
を
早
急
に
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
。

教
職
員
の
正
規
職
員
化

な
ど
に
必
要
な
財
源
の
確

保
と
と
も
に
、コ
ロ
ナ
な
ど

の
影
響
に
よ
る
経
済
的
な

理
由
で
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
の
学
ぶ
機
会
が
失
わ

れ
ぬ
よ
う
、支
援
が
必
要
な

保
護
者
等
に
対
す
る
支
援

制
度
の
充
実
及
び
周
知
徹

底
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

製
造
業
の
企
業
誘
致
や

設
備
投
資
の
促
進
に
向
け
、

財
政
的
・
技
術
的
支
援
を
積

極
的
に
行
う
と
と
も
に
、特

に
自
動
車
業
界
に
お
い
て

は
、電
動
化
の
潮
流
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、地
場
産
業
の

育
成
支
援
に
努
め
ら
れ
た

い
。あ
わ
せ
て
、今
後
の
成

長
分
野
と
目
さ
れ
る
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
な
ど
新

た
な
産
業
の
育
成
に
向
け

た
投
資
の
促
進
と
、効
果
的

な
施
策
展
開
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
打
撃
を
受

け
た
飲
食
業
等
の
業
績
の

Ｖ
字
回
復
に
向
け
た
取
組

を
推
進
し
て
い
く
と
と
も

に
、特
に
観
光
業
界
に
お
い

て
は「
安
全
・
安
心
な
観
光
」

の
早
期
実
現
を
図
る
必
要

が
あ
る
。あ
わ
せ
て
、非
正

規
労
働
者
を
は
じ
め
、厳
し

い
雇
用
情
勢
に
あ
る
層
へ

の
支
援
を
充
実
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

10
月
４
日
に
設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
は
、９
月
定
例
会
で
付

託
さ
れ
た「
令
和
２
年
度
広
島
県
歳
入
歳
出
決
算
認
定
」並
び
に「
令
和

２
年
度
広
島
県
公
営
企
業
の
決
算
の
認
定
及
び
剰
余
金
の
処
分
」に
つ

い
て
、審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
７
日
に
は
代
表
監
査
委
員
か
ら「
広
島
県
歳
入
歳
出
決
算
審
査

意
見
書
」等
に
つ
い
て
説
明
を
聴
取
し
、10
月
18
日
か
ら
11
月
５
日
ま
で

７
回
に
わ
た
り
部
局
別
審
査
が
行
わ
れ
た
後
、11
月
22
日
に
は
知
事
の

出
席
の
も
と
で
総
括
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
認
定
並
び
に
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
さ
れ
、12
月
21
日
の
本
会
議
で
、そ
の
旨
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

委員名簿
16人

委 員 長	 下森宏昭
副委員長	 尾熊良一
副委員長	 宮崎康則
委　　員	 玉重輝吉
委　　員	 恵飛須圭二
委　　員	 高田　稔
委　　員	 的場　豊
委　　員	 石津正啓
委　　員	 西村克典
委　　員	 吉井清介
委　　員	 佐藤一直
委　　員	 沖井　純
委　　員	 中原好治
委　　員	 砂原克規
委　　員	 岡﨑哲夫
委　　員	 山崎正博

※各区分の計数は四捨五入しているため、金額が一致しない場合があります。

主
な
質
問
事
項

インターネット中継↓広島県議会 検索

　現在、新型コロナウイルス感染症感染拡
大防止の観点から、本会議の傍聴や委員会
の視聴の座席数を制限しています。
　視聴可能な方は、こちらのインターネット
中継をご視聴ください。

本会議や委員会の模様を
YouTube で配信しています
（ライブ中継・録画中継）

　

令
和
5
年
広
島
県
議
会
議
員
一

般
選
挙
に
向
け
て
、議
員
の
選
挙
区

別
の
定
数
等
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
、12
月
21
日
に
、12

人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
特
別
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

議
員
定
数

調を
等

特
別

員
委

会

査設
置

企業会計決算の状況 （単位：百万円）
区分 収入（総収益）支出（総費用） 純利益

病院事業会計 26,020 26,297 △ 277
工業用水道事業会計 2,742 2,652 90
土地造成事業会計 899 909 △ 10
水道用水供給事業会計 10,748 8,512 2,236
流域下水道事業会計 8,441 8,358 83

企業会計決算の状況 （単位：百万円）
区分 収入（総収益）支出（総費用） 純利益

病院事業会計 27,444 26,845 599
工業用水道事業会計 2,791 2,490 301
土地造成事業会計 307 300 7
水道用水供給事業会計 10,782 8,411 2,371
流域下水道事業会計 8,123 8,015 108

決
算
特
別
委
員
会
の
審
議
の
状
況

（
総
括
審
査
の
模
様
は
、県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
」で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

委
員
長
松
岡
宏
道
副
委
員
長

東
　
保
幸

委

員
林
　
大
蔵
委

員

畑
石
顕
司

委

員
西
本
博
之
委

員

三
好
良
治

委

員
瀧
本
　
実
委

員

佐
藤
一
直

委

員
森
川
家
忠
委

員

田
川
寿
一

委

員
安
井
裕
典
委

員

高
山
博
州

一般会計・特別会計決算の状況 （単位：百万円）
区分 一般会計 特別会計 合計

歳入額 1,203,465 558,535 1,762,000
歳出額 1,170,474 537,473 1,707,947
歳入歳出差引額（A） 32,992 21,062 54,054
翌年度へ繰り越すべき財源（B） 11,583 319 11,902
実質収支額（C）＝（A）－（B） 21,408 20,742 42,150
前年度実質収支額（D） 4,357 17,077 21,434
単年度収支額（E）＝（C）－（D） 17,051 3,666 20,717


